
平成２５年 第１１回教育委員会 会議録 

日  時 平成２５年１２月２４日（火） 午後２時～３時 

場  所 向日市役所 第６会議室 

出席委員 前田委員長、雨宮委員、白幡委員、松本委員、奥野教育長 
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開会宣言 

 

まず、「向日市教育委員会委員の任命について」報告願う。 

 

― 「向日市教育委員会委員の任命について」報告 ― 

白幡委員の任期が１２月９日で満了。再任議案が１１月２７日開催の第

４回定例会の本会議に上程され、全会一致で承認された。 

任期は、平成２５年１２月１０日～平成２９年１２月９日。 

 

 次に、委員会諸報告について順次説明を願う。 

 

― 向日市議会平成２５年第４回定例会一般質問答弁要旨について ― 

    

【質疑等】 

 

教員の言葉遣いについてどの程度まで徹底されているのか。 

 

児童・生徒を呼ぶ際には「～くん」「～さん」を付けて呼ぶようにして

いる。話をする際には「～です。」「～ます。」を付けて丁寧に話すように

留意している。 

 

先生方の言葉遣いについて、乱暴なものは良くないが、逆にあまりにも

丁寧すぎるのもどうかと思う。ほどほどが望ましいがそれが難しいように

思う。 

また、「られる」が「れる」になるといった先生方の間違った言葉の使

い方なども気になる。先生方への言葉遣いの研修は必要であると思う。 
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先生方の言葉遣いについて、以前と比べ随分良くなってきていると感じ

ている。授業中の言葉遣いについても改善されてきているように思う。 

 

子ども達が先生方になれなれしく話してきた時には、子どもに対してど

のように指導されているのか。 

 

言葉遣いについては授業中における話し方や休み時間における話し方

では違ってくることもあるし、子ども達がなれなれしく話してきた時にお

いても、場面や子どもの状況によって対応の仕方は異なってくるものと考

えるが、大切なのは教員が子ども達を傷つけることがないように、人権を

大切にした言葉遣いについて配慮することである。 

 

以前と比べると教員の言葉遣いは改善されてきていると思う。保護者へ

の対応、家庭訪問、電話での応対の際の言葉遣いなどの研修も行っている。

子ども達の言葉遣いについては、学校だけでなく、家庭とも連携をした取

組が必要である。 

 

教員の言葉遣いについて、マニュアルに沿った研修も必要であるが、先

生方にはマニュアル化されず、個性を発揮した教育を期待したい。 

 

先生方一人一人には、教員という職の重みをしっかり自覚し、「先生、

先生」と呼ばれることに甘えることなく、常に謙虚に学ぶ姿勢を持ち、児

童生徒や保護者、地域から信頼される人材となっていただきたい。 

 

全国一斉学力テストの公表について、一般の市民からの問い合わせはあ

るのか。 

 

特に問い合わせは聞いていない。 

 

現在、学校開放事業でのグラウンドの利用状況はどうような状況か。 

 

 小学校のグラウンドで、昼間約 80％、夜間約 40％の利用率である。 

 

図書館の雑誌で、読まなくなったものは書架に残さず廃棄するのか。 

 

１年～３年保管して、保存年限の切れた雑誌は廃棄している。 

 

普通なら高くて手の出せない本が図書館にならあるということが図書

館の１つの機能だと思うが、本を購入する際、金額の上限はあるのか。 
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本の選考の条件としては、金額で決めることはないが、資料収集方針や

利用状況、市民からの要望も取り入れて選んでいる。 

 

本を購入するにあたり、市民からの要望も踏まえ、今後図書館としての

役割を考えていかなければいけない。 

  

色覚検査の実施はないとのことだが、では、どの段階で色覚異常に気づ

くことになるのか。 

  

現状では、家庭で気づくことが多いが、進学や就職の際に気づくといっ

たケースもあるように報道等で聞いている。中には保護者からの希望があ

り、学校で検査を行っているケースもある。 

 

次の報告を願う。 

 

― スポーツアンケートについて ― 

『向日市スポーツ振興基本計画』の策定から５年が経過し、具体的目標

と掲げている「成人の週１回以上のスポーツ実施率 50％」への到達具合を

把握するとともに、これまでに本市で取組んできた各種事業に対する市民

の意識を調査し、今後の方策の検討につなげることを目的として実施す

る。 

 調査方法は、20歳以上の市民 1,000人を無作為に抽出し、平成 26年２

月を目途に発送する予定である。 

 

【質疑等】 

 

アンケート回収後の集計・分析について、誰がどのように行うのか。 

 

 生涯学習課職員において、クロス集計をして分析を行う。 

 

閉会宣言 

 

 


